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ご挨拶  科目責任者 下沖 収 教授 

本学は、2017 年度に開設された看護学部もこの春で 2 期生が卒業し、名実共に「医療系総

合大学」となりました。専門職連携教育の果たす役割はますます大きくなっていることは言う

までもありません。「地域医療課題解決演習」は、医療や介護の提供体制が大きく変化してい

く時代にあって、地域の医療課題を理解するとともに、学部横断グループで討議し、多職種の

視点で課題解決策を考察することを狙いとするものです。加えて、医療人としての社会性、コ

ミュニケーション能力を身につけることを目指して全 8 コマの自由科目として行っているもの

です。 

2021 年度は第 5 回目として「フレイル」をテーマといたしました。「フレイル」とは、耳

慣れない方もいらっしゃると思いますが、健康な状態と介護状態との中間を意味し、適切な介

入支援で生活機能維持を可能な状態でもあることから、高齢化が急速に進む中で、矢巾町にお

いても重要な課題となっております。 

 今年度の学生参加者は、医学部 13 名、歯学部 3 名、看護学部 15 名の計 31 名の過去最多と

なりました。忙しいカリキュラムの中、時間外履修も多くなりましたが、全 8 コマを最後まで

履修してくれました。新型コロナウイルス感染症の影響により、Zoom を介した講義やグルー

プディスカッションなど、「対面が叶わない状況」が大半でした。また、住民活動は昨年度に

もまして縮小傾向であったため、参加学生数の増加に伴って、演習先確保には困難を伴いまし

たが、矢巾町健康長寿課皆様のご尽力とご助言のもと、住民の皆様の温かいご協力をいただ

き、複数の住民活動への学生参加が実現できました。最終発表会は参加者全員が集合して意

見交換を行うことができました。各チームとも貴重な機会から多くの学びを得て、想定以上

の優れた成果発表が行われ、「学生目線からのフレイル対策」について、矢巾町に提言がで

きたものと思っております。  

 本報告書は、今回参加した学生たちの演習成果をまとめたものです。ぜひご覧いただき、忌

憚のないご意見やご感想を頂戴できれば幸いです。  

 最後になりましたが、今回の演習にあたりご協力とご指導いただきました矢巾町健康長寿課

長の村松徹様、健康長寿支援担当の遠藤訓子様、後藤明乃様、健康づくり担当 千葉春佳様､

外部演習に快くご協力いただきました西徳田 2 区 川原様、通いの場体操くらぶ 角舘様はじ

め、住民の皆様に心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

令和４年３月吉日 

令和 3年度 地域医療課題解決演習 科目責任者 

医学部 救急･災害･総合医学講座 総合診療医学分野 教授 下沖 収 
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ご挨拶  矢巾町長 高橋 昌造 様

 岩手医科大学と本町との間で、平成２９年３月２７日付けにて協定を締結しております「地

域医療政策・教育分野における連携」に基づく「地域医療課題解決演習」の研究成果の報告に

あたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本協定につきましては、岩手医科大学が有する地域医療に関する授業成果等を矢巾町の地域

医療政策に生かし、地域社会の発展と人材育成に寄与することを目的として、本年で５回目の

ご提案をいただくこととなりました。 

 今回は、約３０名の学部生にご参加いただき、「矢巾町のフレイル予防・介護予防につい

て」をテーマとして、地域住民の活動（居場所）等でのフィールドワークや課題解決策の提言

に向けたグループワーク等の意見集約等のカリキュラムを経て、去る１２月１１日に研究成果

を発表いただきました。 

 今年度も昨年度に引き続きコロナ禍における演習となり、特にも地域実習は縮小され限られ

た日程での実習となりました。学部生の皆さんにおかれましては、少ない地域情報での演習と

なり、物足りなさを感じさせたことと思います。その状況におかれましても、学部生の皆さん

は、フレイル予防を意識したうえで、矢巾町民の生活環境や健康意識の様子に関心を持ち、積

極的に町民インタビューをされ、各々が感じ考えた町民にとって好ましいことをグループで協

議し、町へ貴重なご意見ご提言を賜りましたことに心より感謝を申し上げます。 

岩手県では、いわて県民計画において高齢者のフレイル等の虚弱な状況の早期発見及びその

サポート体制を整備するなど、介護予防の充実を進めることとしております。また、本町は上

位計画である第７次矢巾町総合計画・後期基本計画において高齢となっても生きがいや役割を

持ち社会参加ができるまちづくりを目指すこととしており、さらに矢巾町高齢者福祉計画・第

８期介護保険事業計画において、「人生１００年時代」に向け、健康づくりと介護予防の一体

的推進、介護予防と社会参加の一体的な推進を目指した施策を展開しております。この度、皆

さんからご提案いただいた内容は、今後の取り組みに積極的に活用させていただきます。 

 今後とも本町のまちづくり、保健・医療・福祉・介護の推進にあたりまして、なお一層のご

指導ご助言を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 結びに、この度の発表・提言に至るまで学部生へのご指導ご助言を賜りました医学部総合診

療医学分野教授の下沖収先生、他各学部等の先生方、全学教育企画課担当課長の高木恵様をは

じめ岩手医科大学の関係皆様に、深甚なる敬意と感謝を申し上げましてご挨拶とさせていただ

きます。 

令和４年３月吉日 

矢巾町長 高 橋 昌 造 
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科目の全体概要 

学習方針 
患者（対象者）を中心とする地域医療の実現のため、地域から提示された医療課題についてグルー

プワークを行う多職種連携 PBL 科目である。関連施設等の訪問、関係専門職や、対象者（住民）へ

のインタビュー、アンケートとその分析などをグループで行い、学部・学年を超えたディスカッ

ションの上で提言をまとめる。 

到達目標 
1. 対象とする医療課題に関する地域の現状と問題点を捉え、説明できる。

2. グループワークやフィールドワークで立場の異なる多様な人と良好なコミュニケーションがとれる。

3. 他分野にわたる幅広い情報収集ができる。

4. 課題解決策を検討する中で、地域医療・健康づくり事業における各医療職の役割が説明できる。

5. 自己学習を身につけるためにポートフォリオを記録し、省察できる。

令和３年度テーマ 「矢巾町におけるフレイル予防・認知症予防」 

日本における超高齢化社会の問題は、岩手県、矢巾町にとっても重要な課題であり、いかに健康寿命

をのばすか、重点的に取り組む必要がある。 

『フレイル』とは、健康と要介護の中間状態で、認知機能・身体機能が弱ってきている状態で、この

段階で早期に適切な対応をとることで、要介護状態へ進まずに認知機能・身体機能の維持に効果をも

つ可能性がある。 

矢巾町においては、このフレイル対策を重点目標に掲げ、認知症についても包括的に地域での対策に

のりだしている。今年度 本科目では、このフレイル予防・認知症予防について、矢巾町施策等を学

んだうえでさらなる解決方策を提言するため、演習を行う。 

全日程＜学外フィールドワーク含む＞ 

概要講義 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ(GW)

8/5（木） 13：30-16：30 於）矢巾キャンパス 

Zoom 使用遠隔講義 

外部演習前講義 

外部演習 

外部演習前事前講義 zoom 使用遠隔講義 　　  9/17 19：00～20：00 

矢巾町 おれんじサンデー  9/19（日）    於）えんじょいセンター 

矢巾町 エン(縁)ジョイやはばネットワーク  9/25（土）10/30（土） 

於）西徳田 2 区公民館 10-12 時 

矢巾町 通いの場体操くらぶ 9/27（月）9/30（木）10/21（月）10/25（木） 

於）新田自治公民館 19-20 時 

まとめ検討・GW 11/27（土） 9 時-11 時  於）矢巾キャンパス 

提言発表 12/11（土） 9：00-11：00 於）矢巾キャンパス 
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指導教員・参加学生・ご協力いただいた皆様 

科目責任者：救急･災害･総合医学講座総合診療医学分野 下沖 収 教授 

担当教員：（医学部） 

救急･災害･総合医学講座総合診療医学分野 下沖 収 教授、髙橋 智弘 講師 

 岩手県高度救命救急センター 大間々 真一 講師 

（歯学部） 

口腔医学講座 予防歯科学分野  岸 光男 教授 

補綴･ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ学講座摂食嚥下･口腔ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野  小林 琢也 教授 

 法科学講座 法歯学・災害口腔医学分野 熊谷 章子 准教授 

（薬学部） 

 臨床薬学講座地域医療薬学分野 高橋 寛 教授、松浦 誠 特任教授 

（看護学部） 

 地域包括ケア講座 岩渕光子 特任准教授 

参加学生：31 名 

医学部 1 年 13 名 

歯学部 1 年　  2 名、    3 年 1 名 

看護学部 1 年 10 名、2 年 5 名 

ご協力いただいた皆様 

矢巾町長               高橋 昌造 様 

矢巾町健康長寿課長           村松 徹 様 

矢巾町健康長寿課健康長寿支援担当 係長 (保健師) 遠藤 訓子 様、 

矢巾町健康長寿課健康長寿支援担当 保健師 後藤 明乃 様、 

矢巾町健康長寿課健康づくり担当 主任栄養士 千葉 春佳 様、 

他 健康長寿課職員の皆様 

矢巾町西徳田 2 区 川原様、エン(縁)ジョイ御参加の住民皆様 

通いの場体操くらぶ 角舘様、御参加の住民皆様
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チーム２まとめ・提言
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チーム５まとめ・提言
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講義資料_下沖教授
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講義資料_下沖教授
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講義資料_小林教授（歯科からのアプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料（小林教授_歯科アプローチ）
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講義資料　矢巾町
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講義資料　矢巾町
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講義資料　矢巾町
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講義資料　矢巾町
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講義資料　矢巾町
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令和 3年 9月 17 日 

地域課題解決型演習外部演習（現地インタビュー）について 

科目コーディネーター 下沖収教授 

（問い合わせ 担当：全学教育企画課） 

地域課題解決型演習 受講学生 各位 

地域課題解決型演習外部演習は、住民の皆様の貴重な時間をいただいて行われます。十分な準備をし

て臨んでください。 

【事前作業】 

・ 前回のリモートでのディスカッションで課題だと思ったことを中心に質問項目を組み立ててくださ

い。

・ 対象者によって適する質問が異なること、時間には限りがあること（概ね対象者おひとりあたり

15-30 分）などを考慮してください。

・ 自分たちの質問により何をわかろうとするのか明確にし、効率的に情報が収集できる質問の工夫を

してください。

【現地での注意点】 

・ インタビュー時は常に岩手医科大学の学生であることを意識し、適切な服装・態度をとることをこ

ころがけてください。

・ 個人のプライバシーには十分配慮し、常に「…について伺ってもよろしいでしょうか。」と質問ご

とに了解を得るようにしてください。了解が得られないときは無理に聞き出そうとしないでくださ

い。

【事前学習】 

事前に以下を学習しておいてください。 

1. １年次科目「医療における社会・行動科学」のうち「ヘルス・ビリーフ・モデル」および「プリシ

ード・プロシード・モデル」について復習すること。（脳卒中は生活習慣病であり、予防のための

介入には行動科学モデルが用いられます）

2. Kleinman（1980）の解釈モデルを学んでくること。（病気がなぜ自分や身近なヒトに起こったのか

を、本人がどう解釈しているかを知るために有効なモデルです）

3. 第１回講義 下沖先生講義の復習（インタビュー時に相手からスムーズにお話しを引きだすための

コミュニケーション技法を理解しておいてください）

裏面に、対象の違いによる質問内容を例示します（質問②に記載されている準備因子などは行動科学の

用語です。事前学習１を終えてから確認してください）。ただし、ここに示す質問はあくまで例ですか

ら、自分たちで必要と思う質問項目を作成してください。また、インタビューの進み具合によっては想

定している質問が不適になる場合もあります。そのときは臨機応変に質問を変えるなどの対応をしてく

ださい。 

実習関係　資料１
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 ・基本的に元気な方がいらしているので、基本は 「今後「フレイル」心身機能低下で生活に支障をき

たす状態を防ぐためなど、ご本人の意識・考え方・生活・行動に関するインタビュー。 

・近しい方で、認知症や、体の機能低下により生活が困難となっているひとをご存じの場合は、それも

含めてお考えを伺う。 

導入例） 

「 フレイル という、認知機能や身体機能が低下して生活困難に向かう状態を指す言葉があり、 

できるだけ生活の質を維持できるよう、フレイル予防 として、なにかできることがないか、考えると

いうことをテーマに、授業で学んでいて、今日は皆さんの健康維持についてのお考えや生活のことなど

を伺いたいと、ここに参加させていただいています。差し支えない範囲で、いろいろお伺いしてよろし

いですか？」 

質問内容（イメージ例） 

質問②の具体的質問例（フレイルでの例） 

（現状について） 

・ 認知症や、体の機能低下の予防のために気をつけていることはありますか。

・ 運動はお好きですか。今なにか運動をしてますか。

・ 食事で気をつかっていることはありますか。

・ タバコは吸いますか。

（準備因子について） 

・ フレイルという言葉は聞いたことがありますか。

実習関係　資料1

場所（参加者の目的）の違いによる質問内容（例） 

9/19 と、それ以外では、話す内容など留意する必要があります。 

＜おれんじサンデー（PM=認知症患者家族の集い）＞＝悩みや葛藤を抱えている可能性あり 

導入例） 

「「認知症」対策を考えていこうという科目があり、私たちがこれから医療人として社会に出

て、認知症について少しでも貢献できるよう、学んでいる。差し支えない範囲で伺いたい。ご

家族など近しい方が認知症で、関わっていらっしゃるということですか？」「どんな支援をな

さってるか、どんな思いで支援なさってるか、お伺いできますか？」 

＜その他地域の集まり＞ 
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・ 岩手や北東北に脳卒中が多いことはご存知ですか。

（実現因子について） 

・ 脳卒中予防/認知症予防のために医大に期待するサービスなどはありますか。

・ こんなことがあれば楽に禁煙（減塩）できるのにというものはありますか。

実習関係　資料1
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実習関係　資料２　事前講義
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実習関係　資料２　事前講義
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学生アンケート 集計結果

全 8 回終了後の学生アンケート集計結果は、以下の通りでした。 

0 5 10 15 20

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

コース全般の設計

0 5 10 15

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

第1回総合講義/大学

0 5 10 15 20

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

第1回総合講義/矢巾町

0 5 10 15 20

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

外部演習

0 5 10 15 20

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

チーム作業

0 5 10 15

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

教員の指導/関わり

0 5 10 15 20

とても満足

満足

どちらでもない

不満

とても不満

複数学部の教員の関わりの必要性
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0 5 10 15 20

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

不満

とても不満

学部混合の実施意義

0 5 10 15

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

そうではない

まったくそうでは…

来年度の参加

0 5 10 15 20

とても深まった

深まった

どちらでもない

そう思わない

まったくそう思わない

フレイル理解が深まった

0 5 10 15

とても高まった

高まった

変化なし

下がった

とても下がった

モチベーションが高まった

0 5 10 15

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

不満

とても不満

学生交流をはかることができた
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学生ポートフォリオ/アンケ―トより 感想/意見 一部抜粋

＜全般＞ 

他学部と対面でディスカッションを行える機会が少なかったため、貴重な時間になりました。 

他学部と意見交換することができ、フレイルに対して学びを深めることができよかった。 

久しぶりに他学部とグループワークを行い、知らなかった内容を深く学ぶことができたと思う。 

生の声を聴き、解決策を考えることは、とても新鮮で楽しかった。保健師になりたいと思った。 

他学部、他学年の方と交流を持つことができて、新しい学びがあった。 

実際に住民の方のお話をきくことができてとても学ぶことができた。 

先生方や矢巾町の方の講義を聞いて、運営側の狙いを知ったうえで演習に参加することで、現場の

声や雰囲気にも気を配ることができた。その結果をグループで共有しあうことで、自分たちの理解

を深め、発表に至ることができたのではないかと思います。 

実際に高齢者の方々と交流することができ、看護実習とはまた違った学びを得た。特に直接生活の

状況などを聴くことができてよかった。 

将来、地域医療に貢献するために必要な内容であると考える。参加できてよかった。 

今回の演習に参加して、地域住民の方々の様子について知ることができた。将来保健師を目指して

いるため、地域の活動に参加できたことはよい経験となり、保健師になりたいと改めて思った。今
後の学習に繋げることができる演習であった。ご協力いただいた皆様に感謝いたします。 

実際に直接意見をきくことができたため勉強になった。地域のために何ができるのかを考えていき

たい。 

矢巾町の活動、課題を実施に知り、他学部と合同で解決策を考えることができた。またこれからは
矢巾町ができることだけでなく私たち自身は何ができるのかを考えたいと思う。 

新型コロナウイルスの影響で、活動ができないのではないかと不安だったが、実際に住民の集まり

に参加させていただけて、とてもよい経験になった。住民の方の意見を直接伺う機会は少ないた

め、じっくりお話ができる機会に参加できてよかった。 

他学部の人とのかかわりを持ついい機会となりました。特に今回は、外部に出ての演習にも参加す

ることができ、実際に町民の方の声を聴けて、地域医療について考えることができました。メンバ

ー構成や日程など変則的でしたが、多くの経験ができました。ありがとうございました。 

外部演習では、住民の方の健康意識を実際に伺えて、有意義だった。フレイルについて様々な観点

から深く理解できた。 

病院を見学するなどのイメージだったので想定と異なっていたが、住民意見を聴くなど貴重な機会

があったためよかった。 

医学部の日程的に後期が厳しいので、前期集中開催をしてほしいです。おそらくコロナ等事情はあ

ると思いますが、できればお願いしたいです。 

学生と教員の間で認識の違いがあり、その是正が難しかった。 

＜おれんじサンデーについて＞ 

・ご本人が土木関係の仕事についていたという話から、「よかったら時間あるとき体動かすような

ボランティアの活動あったら一緒にやってみない？」とボランティアの方が声をかけているのを耳

にし、本人の語りから強みを見出して社会参加につなげることの重要性に気が付いた。はじめは

「気が付いたらここに連れられていた」と発言していた本人も、集会が進行していくごとに自分の

ことについて話すようになり、笑顔が見えていた。人と関わりがフレイル予防にも生きると思っ

た。
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